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■ 斉唱 君が代  奉仕の理想 

■ 司会 加藤 正広 会員 

■ 出席者報告 出席者数 26 名 / 会員数 38名 

出席率  68.42％ 

前々回(第 150 回)修正出席率は 71.05％(27/38) 

■ビジター・ゲスト  

ゲスト 

なし 

■ ニコボックス報告 

櫻井 孝充 会長 

小島さん、本日の卓話よろしくお願い申し上げます。 

目と耳を大きくひらけ口はつぐみ、しっかり拝聴さ

せて頂きます。 

感謝。 

佐藤 義郎 幹事 

ついに還暦です！いろいろ弱っています！さみしい。 

梅澤 真臣 会員 

すっかり朝晩は冬めいてきて、猛暑、酷暑の日が嘘

のようです。皆様、ご自愛下さい。 

早川 圭一 会員 

今日は間に合いました。いつも遅刻してすみません。 

ニコボックス合計 ６，０００円 

 

■幹事報告 

 菊地幹事より、１１月の予定の案内がありました。 

■奉仕プロジェクト委員会報告 

 長谷川委員長より１０月２８日、クラブ社会奉仕

委員会についての報告がありました。 

 

■櫻井会長挨拶 

IRC.の皆様こんにちは。 

今月は、ロータリー財団月間でもあります。 

来週は荒山久美ロータリー財団・米山記念奨学委員

長から、ロータリー財団月間にちなみ、卓話をいた

だきます。 

ロータリアンのみなさん、楽しみに待っていてく

ださいね。 

 以前にもお話させていただきましたように、 

今年はロータリー財団発足 100 周年目と成る、大い

なる節目の年を迎えました。 

 皆さんも、ロータリー財団に積極的参加をよろし

くお願い申し上げます。 

個人的にではありますが，よくもまぁー、100年間

も続いているいものだと改めて感心申し上げます。 

普通 100 年間と申しますと、親、子、孫、合わせ

て三代でおおよそ 100 年間です。 
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その事がずーっと、ずーっと、100 年間継続され、

世界で伝承されているのですから素晴らしい事だと

思います。 

そんな思いを胸に、来週の荒山委員長の卓話、大

いに期待申し上げます。 

 さて、今日から数え三日後には地区大会が開催さ

れます。小牧 RC の方々の多大なるご協力には、絶賛

のエールを送りたいと思います。 

いつかは、我が IRC.にも出番が訪れることでしょう

きっと。この機会に、大いに勉強させていただきま

す。 

感謝。 

 

■本日の卓話  小島 京子様 

自己紹介 

南山大学外国語英米学科 卒業 

95 年 前々会社設立 (IT・医療関連の技術翻訳

サービス、ローカカライズサービス会社) 

家族 夫(一級建築士) 長男(薬剤師) 

夫の父(他界,会社経営者,馬主「ｲﾅｽﾞﾏﾀｶｵ」) 

実父(他界,医師,愛知県医師会理事,日本医師会

評議員) 

実弟(医師,上野ｸﾘﾆｯｸ院長,愛知県産婦人科医理

事,丸の内ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ所属)女性の社会進出に関し

て高齢化社会になりつつある現在、人口の半分を

占める女性も労働力として必要となる昨今、仕事

と出産・育児および家事などをどのように両立さ

せてゆくかが今後の課題である。 

 この問題に関して、出産・育児・家事等と仕事

を両立させてきた経験上でのエピソードを交え

現在の状況を語ります。 

  

 

また、女性特有の女性でしかできない仕事は別と

して、今日まで男性社会で成立してきたビジネスの

中にどう女性を対等に受け入れていくかについての

問題点も提示したが、この問題点に関してはまだま

だ解決策はないため、女性が仕事をする上での問題

点を２～３の角度から討点、提示した形で終わる。 

 


